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１ 論文提出者 氏名 クルボノヴァ・グルノザ 
 
２ 論文題名 
  （邦文題） 『源氏物語』の女性描写と表現─ウズベク語訳に向けて─ 




    凡例 
   序章 研究の目的と本論の構成 
    一 研究の背景と目的 
    二 研究の方法─翻訳のための研究の重要性─ 
    三 本論の構成 
     
第一部 女性の表現と女子教育・教養について 
   第一章 桐壺更衣と藤壺の人物造型再考 
      はじめに 
    一 桐壺更衣と藤壺についての先行研究 
    二 「なつかしうらうたげ」以外の新たな女性像 
    二-一 桐壺更衣 
    二-二 藤壺 
    三 藤壺像の再検討 
    三-一 理想的な女性としての造型 
    三-二 聡明な女性としての造型 
      おわりに 
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     三 『夜の寝覚』『浜松中納言物語』『狭衣物語』における「やはらかなり」       
























       はじめに       
一 大君研究史概観 
     二 宇治の姉妹       
三 「静かなり」語について 







第六章 海外における『源氏物語』の受容と翻訳  
はじめに 
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      一 海外における『源氏物語』の受容       
二 海外における『源氏物語』の翻訳 





































































































（２）翻訳作業のための作品読解に終始せず、女性視点という立場から、新たに女性登場人物の特徴を   
複数の語彙（主に美質を示す表現）検討等により明らかにしている。論者が翻訳によって自国の国民  













































                                        以上 
 
